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宮本 アメリカ合衆国の自然史博物館

アメ リカ合衆国の自然史博物館

宮  本  繁  雄*

は じ め に

 1976年1月22日 か ら30日 まで,サ ン フ

ラ ン シス コを ふ りだ しに シ カ ゴ,ワ シ ン

トン,ニ ュー ヨー クの各 都 市 を まわ り,

自然 史 博 物 館 を4か 所 訪 問 した 。 それ ぞ

れ の博 物 館 の組 織 や 管 理 運 営 の 実情,民

族 学 資 料 の展 示 の仕 方 な どを た しか あ る

の が 目的 で あ った。

 ア メ リカ に は,民 族 学 あ るい は 人 類 学

専 門 の 博 物館 は ひ とつ もな い 。 そ の か わ

り 「自然 史 博 物 館(Museum of Natural

History)」 の 名称 を持 つ 博 物 館 が 各 地 に

あ って,そ の うち 比較 的大 きな 博 物 館 は

民 族 学 の 展 示 を お こな って い る のが ふ つ

う のよ うで あ る。

 それ で は, 「自然 史 博 物館 」 と は 何

か 。 ワ シ ン トン にあ る国立 自然 史 博 物 館

の公 式 ガ イ ドブ ッ クは,同 館 の性 格 を こ

う説 明 して い る。 「植物,動 物,岩 石,

鉱 物,化 石 お よび 人 間 それ 自体 に関 す る

資 料 収 集 と研 究 活 動 を 通 じて,人 間 と そ

の 自然 環 境 に 関す る研究 を お こな う ため

の セ ンタ ーで あ る」 と。 この定 義 は,ア

メ リカ の大 き な 自然 史 博 物 館 に ほ ぼ共 通

*国立民族学博物館管理部

に当てはまるものとみてよいであろう。

 同じ国立自然史博物館の作成した内部

資料によれば,「 アメ リカの主要な自然

史博物館」は,次 の6館 だという(順 序

はアイウエオ順)。

  1. ア メ リカ 自然 史 博 物館

      (ニ ュー ヨー ク)

  2.カ リフ ォル ニ ア 科 学 ア カ デ ミー

   博 物 館  (サ ン フ ラ ンシ ス コ)

  3.国 立 自然 史 博 物 館

       (ワ シ ン トン)

  4.デ ンバ ー 自然 史 博 物 館

       (デ ンバ ー)

  5. フ ィー ル ド自然 史 博 物 館

       (シ カゴ)

  6.ロ サ ンゼ ル ス カ ウ ンテ ィ 自然

   史 博 物 館 (ロ サ ンゼ ル ス)

 私 が 訪 問 した の は,以 上 の うち ニ ュー

ヨー ク,サ ン フ ラ ン シ ス コ,ワ シ ン ト

ン,シ カ ゴ の4館 で あ る。 サ ンフ ラ.ンシ

ス コ とシ カ ゴ の2館 で は,一 般 の入 館 者

な み に館 内を 見 学 して まわ った だ けで あ

るが,ニ ュー ヨー ク と ワ シ ン トンの2館

の 場 合 は,渡 米 前 に連 絡 が とれ て い た の

で,館 長 そ の他 の職 員 と面 会 し,館 の組

織 や 展 示 の あ らま しに つ いて 説 明 を 聞 く一

こ とが で きた 。

 な にぶ ん1都 市2泊 ず つ の駈 足 旅 行 の

た め,各 館 で 過 ご す こ との で き た時 間 は

.せい ぜ い ま る一 日程 度 で あ っ た。 した が

って,充 分 納 得 の ゆ くま で 不 明 の点 を た

しか め た り,見 学 した りす る ゆ と りはな

か った 。 あ らか じめ 用意 して 持 参 した簡

単 な 調 査 票 に も,か な り空 欄 が 残 った。・

 以 下 は,そ の よ うな短 期間 の調 査 旅 行

か らえ た 見 聞 と印 象 の記 録 で あ る 。
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1.共 通 の 特 色

 ひとつひとつの博物館について述べる

まえに,比 較対照の便宜上,4館 の概要

を一覧表にまとめてみると,表1の よう

になる。この表をもとに,こ れらの博物

館に共通 しためぼしい特色をい くつか拾

いあげてみよう。

       まず,4館 とも歴史の古 いずれも歴史

 が古い   い博物館である。いちば

ん古いカ リフォルニア科学アカデ ミーは

120年 以上もまえに創立 されている。い

ちばん新 しい国立自然史博物館にしても

70年近 くまえの設立である。

 なお,国 立自然史博物館を除 く3つ の

博物館はいずれも私立である。しかし,

地方 自治体または州政府から相当額の財

政援助を受けている。

       開館日と開館時間を調べ 1年中ほとん

 ど無休   てまず目立つのは,4館

ともほとんど年 中無休 だということで

ある。休館 日は年間に1日 か2日 しかな

い。それ と,特 筆 してよいのは夜間開館

日が設けられてい ることであろう。カ リ

フォルニア科学アカデ ミ0博 物館と国立

自然史博物館は,毎 年夏になると,夜 間

まで開館時間を延長している(国 立自然

史博物館の場合は午後9時 まで)。 フィ
ール ド博 物館 は,夏 のあいだは毎週水

曜,土 曜,日 曜の3日 間だけ午後9時 ま

で開館するほか,夏 以外の季節でも毎週

金曜日だけやはり午後9時 まで開館して

いる。このような夏季あるいは週1回 の

夜間開館はアメリカの博物館 ・美術館で

は,決 して珍しいことではない。

       おとな の入 館料を みる 入館料は非常

 に安い   と,カ リフォルニア科学

アカデ ミー博物館の場合は50セ ント(約
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150円),フ ィー ル ド博 物 館 の 場 合 は1ド

ル(約300円)で あ る。50セ ン トや1ド

ル とい う入 館 料 は,ア メ リカ人 の生 活 水

準 を 考 え る と,非 常 に 安 い とい え る 。な

お,カ リフ ォル ニ ア科 学 ア カ デ ミー博 物

館 で は毎 月1回,フ ィー ル ド博 物 館 で は

毎 週1回,そ れ ぞ れ 無 料 公 開 日を 設 けて

い る 。

 ア メ リカ 自然 史 博 物 館 は,特 定 の 入

館 料 は定 めず に,「 随意(discretionary)」

の 額 を 入 館 者 か ら徴 収 す る とい う方 式 を

採 用 して い る。 しか し,博 物 館 側 は,お

とな1ド ル,こ ど も50セ ン トの 額 を 示 唆

して い るの で,大 半 の 人 は そ れ に 従 って

い る よ うで あ る。 この よ うな 「随 意 」 方

式 は,'ア メ リカで は か な り普 及 して い る

とみ え る。 同 じニ ュー ヨー クに あ る メ ト

ロポ リタ ン美 術 館 で も 「入 館料 」 は 定 め

て い な い が,1ド ル75セ ン ト以 上 の 「寄

付 」 を 来 館 者 か らい た だ く建 前 に な って

い た。 私 が 入 口の 窓 口 で1ド ル紙 幣 を2

枚 さ し出 した ら,窓 口 嬢 が 「1ド ル75セ

ン トで す か 」 と念 を押 して25セ ン トの お

釣 を よ こ して くれ た の を 憶 え て い る 。

 つ い で な が ら,サ ン フ ラ ンシ ス コ,シ

カ ゴ,ニ ュ ー ヨー クの3都 市 で は美 術 館

に も立 ち寄 った が,ど この都 市 で も,入

館 料(ま た は 「寄 付 金」)は,ほ とん ど例

外 な く美 術 館 の ほ うが 自然 史 博 物 館 よ り

も高 か っ た。 大 体 少 な くと も5割 方 高 い

金 額 を徴 収 して い る。 芸 術 品 とい う宝 物

を 見 せ るの だ か ら,入 館 料 も少 し気 取 っ

て 高 く して あ るの か も知 れ な い 。

 入館者の数 は 年 間 の 入 館者 数 が 多 い こ

郭 ろくほど とには驚かされた.国 立

自然史博物館は年間約350万 入というか

ら,1日 平均実に1万 人の計算になる。

比較的少ないアメ リカ自然史博物館の場

、
＼



宮本  アメリカ合衆国の自然史博物館

表1訪 問 先4館 の 概 要

カ リフ ォル ニ ア ブイ ール ド自 国立自然史博 アメ リカ自然

科学アカデ ミー 然史博物館 物館 史博物館
(1月22日) (1月25日) (1月26～27日) (1月29日)

1.所 在 地 サ ン フラ ンシス コ シ カ ゴ ワ シ ン トン ニ ュ ー ヨ ー ク

2.創 立 年 次 1853年 1893年 1910年 1869年

3.設 置 者 別 私 立 私 立 国 立 私 立

4.開 館 日 毎 日 毎 日 毎 日 毎 日

轍 スマスを) (ク リスマスと1月1日を除 く)轍 スマスを) (ク リスマス と感謝祭を除 く)

5.開 館 時 間 10時 ～17時 9時 ～16,17,18時 10時 ～17時30分 10時 ～16時45分

儂 穣寄) (魏 により異)
(夏は21時 まで) 日曜 ・祭 日

11時 ～17時

金曜 日

9時 ～21時

6.入 館 料 おとな(18～64歳) お とな(18～64歳) 無 料 入館料の額は 「随
50セ ン ト 1ド ル 意 」。 た だ し,館

生 徒(12～17歳)

   25セ ン ト

こど も(6～17歳)

   35セ ン ト 側 は,

他は無料 老 人(65歳 以上)
お とな  1ド ル

35セ ン ト こど も 50セ ン ト

毎月1日 は無料入 毎週金曜は無料 の額を示唆。

館 日 入館 日

7.年 間入場者数 約300万 人
■ ● ○ 約350万 人 約180万 人

(水族館,プ ラネ タリウムを含む)

8.収 蔵標本点数

(1)総 数 1,300万 点 以 上 5,500万 点 以 上 2,330万 点 以 上

② 人類学標本* 「 ● ・ ・ . o 約138万 点 100万 以上

9.展 示中の標本

点数 ● ・ ○

(1)総 数
. ・ ・ 55万 点以上

② 人類学標本* ● , ● ・ ■ 約4,000点

10.展 示 場 面 積

(1}総 面積 約1万7,000m2 約4万1,000m2 約1万5,000m2 約2万2,500m2

② 人類学関係 ● ● ● 約  4,500m2
o . .

11.展 示 で 扱 って
い る範囲

① 動物学 ○ ○ ○ ○

② 植物学 ○ ○ ○ ×

13)地 質学 ○ ○ × ×

14}鉱 物学 × × ○ ○

㈲ 人類学 × ○ ○ ○

*考古学標本を含む
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合でも1日 平均ざっと5,000人 である。

入館者の多い理由としては,入 館料が安

いこと(国 立自然史博物館は無料)も あ

げ られようが,ど の博物館も周辺地域の

児童生徒の教育に積極的に協力する方針

をとり,多 彩な教育活動を組んでいるこ

とが もっとも大きな原因といえるようで

ある。アメリカ自然史博物館のニコルソ

ン館長は,「 入館者のなかでいちばん大

きな部分を占めるのは9歳 から13歳まで

の児童です」といっていたが,他 の博物

館でも,事 情は大同小異のように思われ

る。

 展示品はコレ 国立 自然史博物館の所有
 クションのご 

く一部   する各分野の標本資料の

点数は実に5,500万 点にのぼる。人類学

(考古学を含む)標 本だけでも140万 点

近 くに達する。アメ リカ自然史博物館の

場合は規模がやや小さくなるが,そ れで

も,標 本総点数2,330万,う ち人類学標

本100万 強という,け たはずれの大 きさ

である。

 ところが,実 際に展示場に陳列されて

いる標本の数となると,全 コレクション

のまさに九牛の一毛にしかすぎない。国

立自然史博物館の場合は約1 ｰoと発表さ

れている。アメ リカ自然史博物館の場合

は正確な数をたしかめられなかったが,

1 ー oか ら多 くて2～3 ｰoと私は推定して

いる。

 4館 はいずれ も相当数の研究者をかか

えた,い わば研究博物館である。カリフ

ォルニア科学アカデ ミー博物館 も国立自

然史博物館も,ま たアメリカ自然史博物

館 も,研 究者の数はポス ト・ドク トラル
・フェローを含めて

,100人 以上にのぼ

っている(フ ィール ド博物館については

不詳)。 つまり,博 物館 自体が自然科学
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や人 類 学 につ いて,た え ず 研 究 を お こな

って い るわ け で あ る。 彪 大 な コ レ クシ ョ

ンは,展 示 の た めだ け に集 めた わ けで は

な い の だ か ら,展 示 品が 少 な い か らとい

って 別 に怪 しむ に は 当 た る まい 。 とは い

って も,正 直 な と ころ,コ レク シ ョン全

体 の量 と展 示 品 の量 との ギ ャ ップ の大 き

さ に は驚 か され る。

 以 下,館 ご との記 録 に移 る。民 族 学 展

示 の あ る シ カ ゴ,ワ シ ン トン,ニ ュー ヨ

ー クの3館 だ けを 取 り上 げ る こ と と し
,

民 族 学 展 示 を 欠 くサ ン フ ラ ン シス コの科

学 ア カデ ミー 博物 館 につ いて は 省 略 す

る。

2. フ ィール ド自然 史博 物 館

  (Field Museum of Natural

  History)

 1月25日 朝,シ カ ゴ市 内の ラサ0ル ・

ホ テ ル か ら地 図を た よ り に歩 い て 博 物 館

に 向 う。冬 の シ カ ゴは,寒 さが 厳 しい 。

歩 い て い る と,冷 い 外 気 のた め に 顔 が 冷

え て くるの が わ か る。 防 寒 帽を か ぶ った

人 が 多 い の も,な る ほ ど と う な ず か れ

た 。 遠 ぐに博 物 館 の 姿 を発 見 した 頃,雪

が 降 り出 して きた 。 オ ーバ ー コ ー トを す

っ ぽ り頭 か らか ぶ り,急 いで 博 物 館 に駈

け こむ 。

 D館 の 由 来 と施 設

 「世界の偉大 この 博 物 館 は,シ カ ゴ市 な博物館
のひ 

とつ」   の 東 部,ミ シ ガ ン湖 に 面

す る グ ラ ン ト公 園 の 南 端 に あ る 。1893

年,シ カ ゴの富 豪 マ ー シ ャル ・フ ィー ル

ドの 寄 付 金 によ り設 置 され た もの で,こ

の 富 豪 の死 後 も,フ ィ ール ド家 は 代 々,

博 物 館 の運 営 に大 き な貢 献 を 果 た して き

た。 しか し,館 の現 在 の名 称 が 確 定 した

の は比 較 的 新 し く1966年 で あ る。1943年
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か ら20年 あ ま りの あ い だ は,Chicago

Natural History Museumの 名 で 呼 ばれ

て いた 。

 入 口で 受 け 取 った無 料 の 案 内パ ン フ レ

ッ トを 開 け て み る と,ま ず,「 世 界 の偉

大 な博 物 館 の ひ とつ に よ う こそ お いで 下

さ い ま した 。」 とあ り,続 けて,こ う書

いて あ った 。

 「当館 は,人 類 学,植 物 学,地 質 学,

動 物 学 を 専 門 とす る 自然 史 博 物 館 で す 。

大 き さに お い て,ロ ン ドン の 大 英 博 物

館,ワ シ ン トンの国 立 自然 史 博 物 館 お よ

び ニ ュー ヨー クの ア メ リカ 自然 史 博 物 館

と肩 を並 べ ま す 。」

 さ らに,数 行 あ とに は,「 当 館 の 焦 点

は,現 在 と と も に過 去 に 向 け られ て い ま
   レ

す。常設展示と特別展示のねらいは,ほ

かのいろいろな文化の美 と(世 界の文化

に対 してそれ ぞれの文化 が果 たしてい

る)寄 与とを,そ してまた,自 然界の驚

異を,来 館の方々に発見 していただ くこ

とにあります。」とあり,こ れは,な か

なか しゃれた文章だと感心 した。

       この博物館の建物は荘厳 荘厳なギリシ

 ャ建築   なギ リシャ風建築である、

地下1階,地 上3階 の4階 建てで,地 階

の一部と1階,2階 の全部が展示場に当

てられ,地 階の残 り部分と3階 には,収

写真1 フィール ド自然史博物館の

    正面玄関(北 口)

蔵 庫,事 務 室,研 究 室 な どが あ る 。

 広大なエン ト 館 の 入 口は 北 側 と南 側 と
 ランス ・ホー 

ル     にひ とつ ず つ あ り,北 の

入 口 か ら南 の入 口 まで 巨大 な エ ン トラ ン

ス ・ホ ー ルが 広 々 と横 た わ って い る(図

1参 照)。 私 は,北 側 の 入 口 か ら ドア

を 押 して 入 っ た とたん,目 の 前 に 広 が

る 大 ホ ー ル に思 わ ず 圧 倒 され た 。 奥 行 約

90メ ー トル,間 口約20メ ー トル,高 さ約

23メ ー トル,3階 ま で の 吹 き 抜 け で あ

る。 この ホ ー ル に は,北 側 入 口寄 り に小

さな 噴 水 が あ り,中 央 左 寄 りに剥 製 の ア

フ リカ 象 が 二 頭,台 の う え に 立 っ て い

る。 さ らに,そ の 背 後,南 側 入 口寄 りに

は,巨 大 な トー テ ム ポ ー ルが2本 立 ち並

ぶ 。 ブ リテ ィ ッシ ュ ・コ ロ ン ビアの ク イ

ー ン ・シ ャ ー ロ ッ ト島 の 収 集 品で
,高 さ

12メ ー トル 。1893年 の シ カ ゴ万 国博 に 初

め て展 示 され た もの だ とい う(写 真2)。

写 真2 フ ィール ド自然 史 博物 館 の

    エ ン トラ ンス ・ホ ール
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 展示場は,こ の大ホールを囲む形で,

1,2階 に配置されている。入館者の多

くはまずこの広々としたホールに足をと

め,象 や トーテムポールを眺め,高 い天

井を見上げるなどして,一 息入れてから

ゆっくりと展示場に足を運んでいた。

 この博物館で,私 が最も強い印象を受

けたのは,展 示場や展示品よりもむしろ

このエントランス ・ホールの巨大な空間

であった。この空間は,は じめてこの博

物館を訪れるほとんどの人たちに 「これ

は,よ いところに来た」と感じさせるだ

けの効果があるのではないかと思った。

 2)展  示

       この博物館は人類学(考 アメリカ展示

 にウエイト 古学を含む)展 示にかな

りの比重を割いており,展 示場面積全体

のなかで人類学関係の展示面積が占める

割合は,ワ シントンの国立自然史博物館

やニューヨークのアメリカ自然史博物館

に比べて,格 段に大 きかった。常設展示

ホールは全部で36を 数えるが,そ のうち

人類学展示のホールは半数の18を 占めて

いる(た だし,こ の18の うち地階にある

6つ のホールは模様がえのため閉鎖中で

あった。1階 と2階 の平面図を図1に 示

した)。

 人類学関係の展示ホールの数を,そ れ

ぞれの取 り扱う民族(あ るいは地域)に

よって分けてみると,次 のようになる。

  アメリカのインディアンと

  エスキモー         7

  中   国        1.5

  チ ベ ッ ト        0.5

  東南アジア       1*

  オセアニア        2*

  ア フ リカ        2*

  考   古       3
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  原 始 美 術       1

            '計 18

   *閉 鎖 中。いずれ も地階 。

 これ を みて も分 か る よ う に,ア メ リカ

両 大 陸 の 占め る比 重 が 非 常 に大 きい 。 し

か し,こ の点 はな に も こ の博 物 館 に限 っ

た こ とで は な く,ア メ リカ の 自然 史博 物

館 に共 通 に見 られ る現 象 とい って よい よ

うだ 。 む しろ,こ の博 物 館 の場 合 は,ア

メ リカ以外 の 展示 の 占 め る割 合 が,他 の

ア メ リカ の 自然 史 博物 館 よ り も大 きい よ

うで あ る。少 な くと も,ワ シ ン トン とニ

ュ ー ヨ ー クの2館 と比 べ る と,明 らか に

大 きい 。

 た だ,残 念 な こ とに,ア フ リカ,オ セ

アニ ア,東 南 ア ジア の 各 展示 ホ ー ル は,

私 が 訪 れ た と き には 閉 鎖 中 で,ア メ リカ

展 示 の ほか は,わ ず か に 中 国 とチ ベ ッ ト

の展 示,そ れ に 原 始 美 術 の 展示 に接 す る

こ とが で きた だ け で あ った 。

 展示b手 法は 展示の内容については詳

 保守的   細を省 くとして,展 示の

手法をみると,き わめて保 守的で,新

鮮味に乏しい。原始美術品はもちろんの

こと,各 民族の生活用具,生 産用具,武

器,そ ういった標本資料はすべてショー

ケースに並べて展示するという方式が一

貫 して採用されている。来館者がショー

ケ0ス のなかに見るものは,デ パー トの

シ ョーウィン ドーのなかの商品のように

手際よく気持よく並べ られた標本資料と

これを説明する解説文あるいは地図やグ

ラフ,そ してたまにマネキン人形,と い

った程度である。

 、閉鎖中のホールが多かったので,こ の

館の民族展示の全体についてそういえる

とは断定 しかねるが,映 像音響機器はほ

とんど採用されていなかった。
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(1)1階 平面図

(2)2階 平 面 図

図1 フィール ド自然史博物館の展示場平面図
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 ところ が,た ま た ま開 催 され てい た 「人

間 とそ の環 境(Man and His Environ-

ment)」 とい う特 別展 示 に1歩 足 を 踏 み

入 れ る と,そ こは ま た打 って 変 った 映 像

と音 響 の世 界 で あ った。 博 覧 会 形 式 の 動

的 な 展示 で,常 設 展 示 場 の 古 めか しさ と

は あ ま りに も対 照 的で び っ く り した 。

 懇切ていねい もうひとつ目立った特長 な解説   
は,展 示テーマや展示品

の解説が懇切ていねいで,分 か りやすい

ことであった。ほとんどどのシ ョーケー

スを見ても,展 示のテーマや展示品につ

いて懇切ていねいな解説が書き込まれて

いる。児童,生 徒,学 生の学習を念頭に

置いて,博 物館を教育の場としておおい

に役立てて もらおうとする館側の態度を

うかがい知るに充分であった。

 一般にアメ リカの博物館 ・美術館は,

児童生徒,成 人に対する教育活動が活発

であるように見受けるが,フ ィール ド博

物館も御多聞 にもれない。児童生徒 な

どの団体を対象 に解説 つき館内一周,

講演,映 画上 映などのサービスをおこ

なっているほか, .標本 資料 を学校 に貸

出すなどのサービスもおこなっており,

この面でもたいへん意欲的なようであっ

た。

3. 国 立 自然 史 博 物 館

  (National Museum of Natural

  History)

 1月26日 午 後,シ カ ゴか らワ シ ン トン

に飛 ぶ 。宿 舎 は,博 物 館 の す ぐ近 くの エ

ビ ッ ト ・ホ テ ル と い う小 さな 宿 屋 を 予約

して あ った。 渡 米 ま え に 博 物 館 の 入 類

学 研 究 部 長 フ ィ ッツ ヒュ ー(Fitzhugh)

さん か ら,「 午 後3時 にお 待 ち す る」 と

い う連 絡 が あ った の ぞ,ホ テ ル に荷 物 を
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置 くと,そ の 足で す ぐ博 物 館 に向 った 。

 フ ィ ッ ツ ヒ ュー さん の手 配 で,26日 の

夕 方 か ら27日 の 夕方 にか けて,人 類 学研

究 部 の 民 族 学 研究 者 グ ル0プ を は じめ,

展 示 課 長,展 示 委 員 長,人 類 学 資 料 整 理

室 長,総 務 課職 員 とい った人 た ち に面 会

した 。 話 を 聞 く こ とに時 間 を と られ て し

ま い,展 示 場 は人 類 学 関係 の と こ ろを 大

急 ぎで 一 巡 す る だ け に終 って しま った 。

 1)館 の 由来 と施 設

 スミソニアン 首 府 ワ シ ン トンの 南 部, 傘下の国立博

 物館    ワ シ ン トン記 念 碑 と国会

議 事 堂 とのあ い だ にThe Mallと 称 す

る広 い 緑地 帯 が あ る。 その 一 角 に,歴

史 ・技 術 博 物 館(National Museum of

History and Technology)と ナ シ ョナル

・・ギ ャ ラ リー ・オ ヴ ・ア ー ト(National

Gallery of Ar亡) との あい だ に挾 まれ た

形 で立 って い る のが 国 立 自然 史 博 物 館 で

あ る。 この3つ の博 物 館 ・美 術 館 は い ず

れ も,国 立 機 関 ス ミソニ ア ン ・イ ンス チ

チ ュー シ ョ ン(Sm五thsonian Institution)

の施 設 で あ る。

 26日 の夕 刻,フ ィ ッ ツ ヒ ュー さん の 紹

介 で ア ジ ア地 域 入 類 学 の 主 任 研究 員 クネ

ー ズ(Knez)博 士 に 会 う
。 クネ ー ズ さん

は,い きな り 「この 博 物 館 を理 解 して い

ただ くだめ に,博 物 館 が ど う して 生 ま

れ たか,そ の 話 を させ て下 さい」 と前 置

き して,ス ミソニ ア ン ・イ ンス チ チ ュ ー

シ ョン の 創 設 者 ジ ェ ー ム ス ・ス ミソ ン

(James Smithson)の 話 を 切 り出 した も

の で あ る 。

 「ス ミソ ンは,オ ク ス フ ォー ド大学 で

化 学 を専 攻 した イギ リス人 で した 。 父 親

は公 爵 で したが,か れ は 庶 子 だ った の で

爵位 を つ ぐこ とは で きな か った の で す 。

か れ が1829年 に イタ リア の ジ ェ ノア で死
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ん だ と き,当 時 の金 額 で50万 ドル 以 上 に

の ぼ る遺 産 を残 しま した。 遺 書 に は,『人

人 の あ い だ に知 識 の増 大 普 及 を は か る』

ため,こ の遺 産 の全 部 を 使 って, 『ス ミ

ソニ ア ン ・イ ンス チ チ ュー シ ョン』 を ワ

シ ン トン に創設 して ほ しい,と あ った の

で す 。 か れ は生 前 ア メ リカの 土 を 踏 ん だ

こ ど もあ りま せ ん で した。 イギ リス に希

望 を 失 った か れ は,新 天地 ア メ リカ に夢

を 託 した の で し ょ う。 この遺 産 を ア メ リ

カが受 け取 った の は1838年 で す が,連 邦

議 会 は,こ れ を受 け入 れ るべ きか ど うか

につ い て 実 に20年 近 くも議 論 を 重 ね た の

です 。 そ して,や っ とス ミソ ンの遺 志 を

実 行 す る こ と に した わ け です 」。

 こ う して,1846年 に この イ ンス チ チ ュ

ー シ ョンが 創 設 され
,そ の1施 設 と して

自然 史 博 物 館 が1910年 に設 置 され る こ と

に な る。

 今 日,ス ミソニ ア ン ・イ ンス チ チ ュー

シ ョγ に は,博 物 館 や 研 究所 な ど20の 施

設 が あ る 。 そ の う ち14は 博物 館 ま た は美

術 館,5つ は研 究 所,1つ は 劇場(ケ ネ

デ ィ ・セ ンタ ー)で あ る。

 ス ミ ソニ ア ン ・イ ン ス チチ ュー シ ョ ン

の 管理 機 関 で あ る理 事 会 は,副 大 統 領,

最 高 裁 長 官,上 院 議 員3人,下 院 議員3

人,0般 国 民 の な か か ら選 ば れ た者9人

合 計17人 で構 成 され る。

 自然 史 博 物 館 の運 営 は館 長 が 責 任 を持

ち,固 有 の 理事 会 は ない 。 館 長 以下 の職

員 は す べ て 連 邦公 務 員 で あ る。 運 営 費 の

約90 ｰoは,連 邦 予 算 で ま かな わ れ る。 残

りは,寄 付 金,基 本 財産 収 入,事 業 収 入

な どだ が,い ず れ もわず かで あ る5ス ミ

ソニ ア ン傘 下 の 他 の 博物 館 ・美 術 館 と同

じ く,こ の 博 物 館 も入 館 料 は徴 収 して い

な い。         ,

 狭い展示スペ  この博物館の建物は・

 ロス    シカゴのフィール ド博物

館に似通った古典的な建造物で,地 下1

階,地 上4階 の5階 建てである。地階は

講堂,図 書館,特 別展示場など,1階 と

2階 は展示場 そして3階 と4階 は,収

蔵庫,研 究室,事 務室などにそれぞれ割

り当て られている。

 この博物館の大きな悩みは,展 示場の

スペースの狭いことだ。収集 した標本資

料の点数は5,500万 点を越えるが,展 示

場面積は現在1万5,000平 方メー トルに

とどまっているので,展 示場には全体の

1%ほ どの資料しか陳列していなしち

 人類学に限らていうと,収 蔵標本数は

考古学資料を含めて約138万 点に及ぶが,

そのうち展示場 に陳列してあるのは約

4,000点(0.3ｰ0)に しかすぎない。人類

学関係の展示面積はざっと4,500平 方メ

ー トルだと総務課のシーボル トさんが教

えてくれた。4,500平 方メー トルといえ

ば,わ が国立民族学博物館が開館時に予

定 している標本展示場4ブ ロックの全体

面積4,820平 方メー トルにも及ばない。

 人類学研究部長のフィッツヒューさん

は,「 日本に民族学の国立博物館ができ

たのは羨ましい。私たちの博物館は展示

場が狭すぎるので,拡 張を要求している

が,な かなか実現 しない。人類学専門の

博物館を独立して設ける構想 もあるが,

予算を取るのが難 しい」と,い かにも残

念そうな口ぶりであった。

 博物館内部の資料によると,こ の博物

館は 「アメリカの主要な自然史博物館」

6館 のなかで最大のコレクションを誇る

にもかかわ らず,展 示場のスペースは,

6館 のなかでいちばん狭いという。

645



国立民族学博物館研究報告  1巻3号

 2)展  示

       そ の狭 い展 示 場 の割 りふ 民族学展示は

 少ない    りは,図2の とお りで,

現 在 使 用 中の 展 示 ホー ル23の うち人 類 学

の展 示 に割 り当 て られて い る の は8つ で

あ る(上 に述 べ た よ うに,人 類 学 関係 の

展 示 面 積 は約4,500平 方 メ ー トル)。 フ ィ

ー ル ド博 物 館 の場 合 ほ ど入 類 学 展 示 の 占

め る比 重 は高 くな い こ とが 分 か る。 しか

も この8つ の ホ ール の うち3つ(ホ ー ル

番 号21,22,23)は,南 北 ア メ リカ の考 古

学 資 料 の展 示,ひ とつ(ホ ー ル25)は,

自然 人 類 学 の展 示 で 占め られ て い る。 民

族 学 関係 の展 示 に は次 の4つ の ホ ー ルが

割 り当て られ て い るに す ぎな い。

ホ ー ル7

 〃  8

〃  9

〃 11

 実物 中 心 主 義 

を堅 持

た タ イ プ 刷 り の 部 厚 な 資 料("lncrease

and Diffusioll  ABrief Introduction

to the Smithsonian Institution,,)は,こ

の 自然 史 博 物 館 の 展 示 の 方 式 に つ い て こ

ア フ リカ と中東 の 諸文 化

オ セ アニ ア とア ジア の諸

文 化

ア メ リカ両 大 陸 の 原 住民

同 上

ス ミソ ニ ア ン ・イ ンス チ

チ ュ ー シ ョ ン の 作 成 し

う書いている。 「標本資料をマホガニー

とガラスのケースに入れて陳列するとい

う旧式の展示スタイルは,近 年,さ まざ

まの新しい技術(視 覚,聴 覚,嗅 覚機器)

を活用した現代式展示に大幅に道を譲っ

てきた」。

 しかし,少 な くとも私が一巡 した民族

学関係の展示場に関するかぎり,視 聴覚

機器あるいは嗅覚機器を活用 した 「現代

的展示」に 「大幅に道を譲 ってきた」形

跡はあまり見当らなかった。なるほど,

シカゴのフィール ド博物館に比べれば,

展示場の構成にい くらか新機軸が認めら

れたし,標 本資料のほか模型,レ プ リ

カ,写 真,パ ノラマ,カ ラーコル トンな

どを利用することにより,展 示に魅力と

変化を持たせる工夫が施 されてはいた。

しかし,フ ィルムやテープなどの映像や

音響はほとんど活用されていない。

 現代機器をあまり導入していないのは

館自体の方針なのか,そ れとも,導 入 し

たい気持はあって も,予 算が足りなくて

できないのか,と 疑問に思っていたが,

前述のクネーズさんからいただいた内部

資料 「展示模様がえの長期計画」を読ん

でいるうちに,こ の疑問は氷解 した。

図2 国立自然史博物館の展示場平面図
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 この資料のはじあのほうに,長 期計画

立案の基本原則を4項 目示 したところが

ある。なかなか示唆に富む と思われるの

で,少 々長 くなるが,そ この部分を要約

してみよう。

第1原 則 当館 の メディア の 中心 は実物

 (つま り標本資料)で ある。来館者は,

 実物をみる ことによって新 しい知識 を獲

 得 し,す でに持 っている知識に これを関

 連づ けることがで きる。実物には,視 聴

 覚 メデ ィア には ない なまな ま しさが あ

 る。

  メデ ィアの氾濫す る現代においてス ミ

 ソニアンが人々のあいだに人気を増 しつ

 つあるのは,ひ とつには,実 物をみたい

 とい う人 々の願望 によるもので ある。わ

 れわれ は,視 聴覚機器や文章 などを補助

 手段として利用はするけれど も,視 聴覚

 技術や文章 による展示を展示の主力 とす

 ることは拒否する。

第2原 則 実物 に対する理解を促進する第

 一の手 段は,実 物 を展示 ホール に並べ

 る,そ のア レンジの仕方 にある。

第3原 則 展 示を成功 させる要素 は,慎 重

 につ くり上 げた学問的 コンテクス トと,

 すぐれたデザイン技術,展 示技術 とであ

 る。この2つ の要素の うちひとつを犠牲

 にして他のひとつ を優先 させてはいけな

 い。

第4原 則 実物のなかには人間の美的感覚

 に訴 えるもの もあるが,わ れわれの第一

 の 目標は,自 然界に対 する人 々の理解を

 促進することにある(美 的感覚に訴えれ

 ばよい とい うものではない)。

 つまり,第1原 則か ら読み取れるよう

に,こ の博物館の責任者は,展 示の中心

はあ くまで実物であり,実 物の迫力をひ

き立たせるような展示方式を第一と考え

ているのであって,視 聴覚技術の大幅導

入には警戒心を持っていると見てよかろ

う。

意欲的な模様 この博物館では・前記の
がえプラン  「長期計画」に基づいた

模様がえが始 まっており,こ のため展

示ホールのなかには閉鎖中のものがあっ

た。模様がえの主なねらいは,「 長期計

画」によれば次の2点 である。

 1.各 展示ホール相互間に有機的な関

  連を持たせる。

 2. トピック(あ るいはテーマ)中 心

  に展示場をアレンジする。

 人類学展示の場合に具体的にどうなる

かというと,ま ず第一に,現 在1階 と2

階 とに分かれている人類学関係の展示場

を, 「人間」と 「文明」を取り扱う展示

場 として2階 に集める。第二に,現 在の

地域別,民 族別展示をやめて民族相互間

の関係や,人 間 と文化的,自 然的環境と

の関係を中心とした展示に切 りかえる,

という。 この結果,展 示 場の割 りふり

は,図3の ように変化する。

 模様がえのねらいは,こ の図を見ただ

けでも明らかであろう。なお,ホ ール26

の 「西洋文明の源」の展示では,人 間が

植物と動物を自分のものにして きた 過

程,冶 金術の発達,西 洋文明の普及 ・発

展の原動力となった人間の文化的,社 会

写真3 国立自然史博物館 の展示の

    一 例 「日本の農業の進化」
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図3 国立自然史博物館の人類学展示場一現在と将来一

的適 応 の 過 程 とい っ た テ ーマ を 取 り扱

う。 この た め,人 類 学,民 族 学 の展 示 が

中心 に は な る もの の,自 然 科 学 の展 示 も

一L体的 た 織 り込 まれ る とい う。 い わ ば
,

新 しい イ ン タ ーデ ィシ プ リナ リ・」な展 示

を 目ざ して い るわ けで,'ユ ニ ー クな試 み

とい え よ う。

 3)組  織    、

       こ の博 物 館 の組 織 は 図4 館員 は600人

 近 く    の と お りで,館 長 と副館

長 の も とに,管 理 業 務 展 示 業 務 な どを

受 け 持 っ 事 務 系 の 部 局 の ほ か7つ の 研

究 部 門 が 置 かれ て い る9職 員 の 数 は,常

勤540人,非 常 勤30人 と聞 い たb

 クネ ー ズ さん が調 べ て くだ さ った と こ

ろで は,常 勤540人 の うち研 究 者(Curator

な ど の肩 書 を持 つ)の 数 は111人 で,こ ,

の う ち 入 類 学 研 究 部 の 研 究 者 は20人 で

あ る。 な お,こ れ ら常 勤 の研 究 者 の ほか

に,こ れ を は る か に上 回 る数 の 研 究 協 力

者 が い る 。 そ の 大 半 はResearch Asso・

ciateの 肩書 きを 持 つ 人 た ちで,ス ミソ

ニ ア ン ・イ ンス チ チ ュー シ ョン そ の他 か

ら研 究 奨 励 金(フ ェ ロ門 シ ップ)を 受 け

図4 国立自然史博物館の組織

つつ,館 の研究業務の手伝いをしている

研究者である。

       展示課長ハート(Hart)さ 展示関係の職

 員35人   ん の話 で は,展 示 の設 計

も施 工 もほ とん ど外 注 せ ず,館 の な か で

こな す こ とに して い る。 そ の た めの職 員

を35人 も雇 って い る とい う。 この35人 に

含 ま れ る の は,グ ラ フ ィ ック ・デ ザ イ ナ

ー
,イ ラス トレー タ ー,電 気 技 術 者,家

具 製 作 ・模 型 製 作 な ど の技 術 者,画 家,
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大工などである。 「われわれは,ジ ョー

ケースの製 作か らパノラマ の設計 ・製

作にいたるまですべて館内でこなすだけ

のスタッフをかかえている。よほど大が

かりな作業を要するものでないかぎり,

外に注文することはしない」とハー トさ

んは誇 らしげに語った。 「館のなかでこ

なすほうが外注の場合よりも質のよいも

のを作れるから」という話であったが,

アメ リカでは一般に外注のほうが高 くつ

くという経済的な理由もありそうだ。ア

メ リカの大きな博物館は大体どこでも,

展示の設計 ・施工を自前でこなせる体制

を ととのえているようである。

 国立自然史博物館の場合,こ の自給 自

足の体制はなにも展示にかぎらない。標

本資料の補修なども,館 内の標本修理室

に専門の技術者が何人かいて一手に引き

受けている。また,い くつかの売店もす

べて館の直営であり,売 場で働 く人たち

もみな常勤または非常勤の博物館職員で

あった。

4. ア メ リ 力 自 然 史 博 物 館

  (American Museum of

  Natural History)

 ワシントンを発ってニューヨークに着

いたのは1月28日 。翌29日 の午前10時少

し前,日 本総領事館に勤める友人の車で

セントラル公園西通りに面した博物館の

正門に着 く(写 真4)。 門 の前には,家

族連れなど数人が立って開館を待ってい

た。10時 きっかり,鉄 の扉が開かれると

同時に,入 々の列のあいだにまじって中

に入 り,受 付で館長に面会を求めた。

 まもなく渉外係の婦人がやってきて,

館長室に案内して くれる(こ の婦人は1

写真4 ア メリカ自然史博物館 の東側正門

日中,私 の 案 内役 を つ とめ て くれ た)。

館 長 室 で ニ コ'ルソ ン(Nicholson)館 長

と ウイ ー バ ー(Weaver)副 館 長 か ら,

博 物 館 の組 織 や 展示 の方 針 な ど につ い て

話 を き い た あ と,人 類 学 研 究 部 長 の ブ リ

ー ド(Freed)博 士
,展 示 部 長 の ガ ー ド

ナ ー(Gardner)さ ん,教 育 部 の ペ シ ノ

(Pess三no)女 史 の 部 屋 を 歴 訪 した 。

 ワシ ン トンの 国 立 自然 史博 物 館 の とき

と同 じよ うに,こ こで も話 を 聞 いて い る

う ち にた ちま ち閉 館 時 間 ま じか と な り,

あわ て て 展 示 場 を ひ と回 りす る 羽 目 とな

った。

 1)館 の 由来 と施 設

       この 博 物 館 は,1869年 つ 1・OO年の歴 史

 を誇 る博物館 ま り明 治2年 に ア ルバ ー

ト ・ス ミス ・ビ・ッ クモ ァ(Albert Smith

Bickmore)と い う人 が 「自然 史 の研 究 と

教 育 の 推 進 」 のた め に創 設 した 博物 館 で

あ る。
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 館の案内書によると,最 初はセン トラ

ル公園のなかの,さ さやかな建物で店開

きをしている。その礎石は,1874年 にグ

ラン ト大統領によってすえられた。館の

正式開館は1877年,開 館の式典はヘイズ

大統領の出席のもとにおこなわれたとあ

る。

 この博物館は私立であるが,経 常収入

の2割 強はニューヨーク市の補助金でま

かなわれている。ほかに,比 較的少額で

はあるが,州 からも補助金の交付を受け

ている。

       この博物館 の建物は, 20の建造物の

 集合体   100年 の あ い だ に 少 しず

つ 建 て 増 しされ て きた もの で,そ の数 は

い まや20に も及 ぶ 。 建 物 の床 面積 は10万

平 方 メ ー トル に 近 く,窓 の 数 は2,000,

ガ ラス の総 面 積 は9,000平 方 メ ー トル に

達 す る とい う。

 それ ぞれ の 建 物 の様 式 は,建 て られ た

時 代 を 反 映 して,ゴ シ ッ ク風 あ り,ロ マ

ネ ス ク風 あ り,現 代 風 あ り とい う工 合 で

さまざまである。このため,博 物館の外

観は,ど こか ら眺めるかによって著しく

変化する。たとえば,正 門のある東側の

建物は灰色の大理石建築であるが,南 側

に回ると,そ こには,中 世ヨーロッパの

古城を思わせる幻想的な建物がそそり立

っている。壁の色は桃色である。

 20の 建物はお互いに連絡通路で結ばれ

ているので,外 を歩かずに建物か ら建物

へと渡り歩 くことができるようになって

いる(図5参 照)。 初 めてここを訪れる

人にとっては,館 内のひとり歩きは,展

示場は別として,決 して容易ではなさそ

うである。

 2)展  示

 見当らなかっ 展示場は1階 から4階 ま
 たアジアの展 
示 でにまたがっているが,

私がざっと数えたところでは,大 小さま

ざまの展示 ホールの数は全部で24に な

る。そのうち,人 類学関係の展示ホール

は6つ である(表2)。

 シカゴやワシン トンの自然史博物館 と

図5 アメ リカ 自然史博物館 の一階平面図
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表2 アメリカ自然史博物館 の

   人類学関係展示 ホール

1階

2階

3階

4階

1.北 米(北 西 部 沿 岸)の イ ンデ

  ィ ア ン

2. エ ス キモ ー

3.ア フ リカの 人 間

4.メ キ シ コ と中米

5.北 米(東 部 と中部)の インデ
  ィア ン

6.太 平 洋の諸民族*

*ポ リネ シ ア
,ミ ク ロ ネ シア,メ ラネ シ ア,

オ ース トラ リア,イ ン ドネ シ ア,フ ィ リ

 ピ ン

比 べ て,ま ず 目立 つ こ とは,考 古 学 資料

の た め に 独 立 した展 示 ホ ー ルが 割 当て ら

れ て い な い こ と,ま た,イ ン ドネ シ ア と

フ ィ リピ ンを除 き,ア ジ ア地 域 の 展 示 が

ま った く見 当 らない こ とで あ った 。入 類

学 展示 全 体 の なか で ア メ リカ両 大 陸 の展

示 が 占め る 比重 は,シ カ ゴや ワシ ン トン

の博 物 館 よ り もさ らに大 きい よ うに思 わ

れ た 。

 もっ と も,博 物 館 の 一 角 で は,日 本 を

含 め た ア ジ ア地域 の新 しい 展示 場 の工 事

が始 ま って い た 。 た しか1978年 秋 完 成 の

予 定 で,ち ょう どシ ョー ケ ー ス の取 り付

けを ほ ぼ完 了 し,展 示 の デザ イ ンの 設 計

を 進iめて い る と きで あ った。 それ ほ ど大

き い と も思 えな い展 示 場 の完 成 に2年 も

の歳 月 を か け る とい う悠 長 さが,綿 密 周 ・

到 なプ ラ ンニ ング のせ い な のか,そ れ と

も予 算 不 足 のせ い な の か,残 念 なが ら聞

き も ら した。

 現代機器を活 一方・展示の手法になる

 用 と,シ カゴやワシン トン

よりもかなり新しい趣向を こらしている

ように思われた。むき出しの展示品も少

数ながら見受けられたし,ア フリカの展

写真5 アフ リカ展示の一 部

   (アメ リカ 自然史博物館)

示 場 で は,ジ ャ ング ル の に お い を た だ よ

わ せ る 嗅覚 機 器 を 導 入 す るな ど,シ カ ゴ

や ワ シ ン トンで は見 られ な か った試 み が

目 につ い た。

 な お,展 示 部 長 の ガ ー ドナ ー さ ん に よ

る と,マ ル チス ク リー ンを は じめ ビ デ オ

フ ィ ル ム,録 音 テ ー プ な どを 「お お い に」

活 用 して い る との こ とで あ った が,私 が

大 急 ぎで 一 巡 した 人類 学 関係 の 展 示 場 に

関 す るか ぎ り,そ れ ら し い もの は,2,

3か 所 を 除 い て,ほ とん ど見 当 らなか っ

た 。

 面 白い こ とに,ニ コル ソ ン館 長 は,新

しい 映 像 ・音 響 機器 を あ ま り信 頼 して い

な い 。 そ うい う もの は 「故 障 が 多 くて 困

る。 この 広 い 博 物館 の なか で,数 あ る機

械 が ひ とつ も故 障 して い ない 日は な い く

らい だ 。 新 しい機 器 を買 い入 れ る場 合 に

は,維 持 ・管 理 が うま くゆ くか ど うか を
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よく考えてからにしたほうがよい」と,

思わぬ御忠告をちょうだい した。そのこ

とをガー ドナーきんに話す と,同 氏は苦

笑 しながら,「 館長は,機 械がよく故障

するといって,い つも腹を立て るけれ ど

新 しい機械の導入は今 日の時 代 の要 求、

だ。学校や家庭に新しい映像メディア,

音響メディアが普及 しつつあるときに,

博物館がこれに背を向けているわけには

いかない。展示の方法は,時 代の動きに

合わせて当然変えてゆくべきだ」と確信

に満ちた口調で語った。

 3)教 育活動

多彩な教育活 この博物館の特色は,展
 動     示そのものよりもむしろ

展示品その他を利用 した教育活動にある

ような気がする。

 館の作成した1枚 刷りの広報資料によ

れば, 「毎年5万 人以上のモユーヨーク

市の県童生徒が当館の"The,World We 、

Live In"や``Exploring Man and Na-

ture"と い う教 育 プ ロ グ ラ ム に参 加 して

い る。 ほ か に何 万 とい う児 童 生 徒 が 当 館

を 訪 れ て,当 館 の教 育 ス タ ッ フの指 導 に

接 して い る」。

 教 育 活 動 が 活 発 な の は,ひ とつ に は,

館 の経 常 費 のか な りの 部 分 が ニ ュー ヨー
             ロ

クの市や州の補助金でまかなわれている

という事情にも関係があると思われる。

地方自治体の補助を受ける以上,博 物鮪

がそρ自滑体へのサービス,の還元を重視

するのは当然であろう。

 教育部のペシノさんが教育活動の概略

を説明したあとで,、「詳 しくは,こ れを

読んで下 さい」 といって渡 して くれた幾

つかの リーフレットをたよりに,主 な教

育活動を拾いあげてみよう。
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講義から標本
貸し出しまで

もの が あ る。

①

②

③

まず,児 童生徒向きの活

動としては,次 のような

"The World We Live . i ln"(「 わ

 た く し た ち の 住 む 世 界 」)
     ロ                お

 小 学 校3年 生 か ら中学 校2年 生

まで を対 象 とす る もの で,館 の ス

タ ッフ が 展 示 場 な どで 児 童 生 徒

(ク ラ ス単位)に 特 定 テ ー マ の 講

義 を お こな う。 月 曜 日か ら金 曜 日

まで の 毎 日,午 前10時15分 ま た は

10時45分 か ら。

 テ ーマ は,た とえ ば,社 会 科 関

係 の場 合, .「ア7リ カの 人 々 」,

「ア メ リカの イ ンデ ィ ァ ン」,「エ

ネ キ モ ー の文 化 」 な ど。 変 った と

こ ろで は, 「展 示 は ど の よ う に し

て出 来 あ が るか」 とい った テ ー マ

も用意 され て い る。

 "Exploring. Ma尊and Nature"

 (「人 間 と 自然 の 開 拓 」)

 同 じ く小 学 校3年 生 か ら中学 校

2年 生 まで を対 象 とす る もの 。 館

の ス タ ッフが 講 堂 で 児 童 生 徒 の グ

ル ープ に講 義 す る 。 カ ラ ー ス ライ

ド,映 画,一録 音 テ ー プ な どが 使 わ

れ る。講 義 の あ と,展 示 場 も見 学

させ る。 火 曜 日か ら金 曜 日ま で の

毎 日,午 前10時3q分 か ら。

 テ ー マ は,た とえ ば, 「ア フ リ

カの 諸民 族 」,「エ ス キモ ー ど イ ン

デ ノア ンlrt }"^

 自然 科 学 教 室

 2階 にNatural Science Center

とい う一 種 の 理 科 教 室 が あ って,

ニ ュー ヨー ク の 自然 環 境 の 学 習 に

役 立 つ標 本 や グ ラ フな どが 展 示 さ

れ,.常 駐 の 指導 員 が 児 童 生 徒 の指
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   導に当たっている。水曜日は小学

   校1～2年 生を,ま た火曜日,木

   曜日,金 曜日は小学校3年 生から

   中学校2年 生までを対象。いずれ

   も午前中。

    なお,こ のセンターは,午 後は

   一般の入館者に開放される。

   (私も,こ の小さなセンターを見

   学したが,岩 石などの標本が戸棚

   の引出しなどに整理され,こ ども

   が 自由に手に取ることができるよ

   うにしてあった。椀形の大きなイ

   ヤホンを耳にあてて,鳥 の声をは

   じめ 「ニューヨークのさまざまな

   音」を聞 く装置もあった)。

 以上はいずれも団体予約制。特た聴講

料のようなものは徴収していないが,博

物館の入館者はこどもの場合,原 則とし

写真6 自然科学セ ンターの標本展示

    (「都市の建設に使われる材料はす

    べて大地から。」と書いてある。)

て50セ ン トの入 館 料 を 納 め る こ とに な っ

て い る。

④

⑤

 出張講演

 博物館 の指導員が学校 に出張

し,16ミ リフィルムを使って,大

勢の児童生徒に特定テーマで講演

をする。毎週火曜 日午後。出張先

は中学校 と高等学校。予約制。

 標本セットの貸出し

 学校から申し込みを受けて,一

定の標本セットの貸出しを行う。

標本は博物館の トラックで運ぶ。

貸出し期間は12日以内。

児童生徒用の食
堂もある

児童生徒を対象とした教

育活動に関連 して付け加

えておきたいのは,博 物館の地階に一般

用のカフェテ リアとは別に,児 童生徒の

団体のために特別の食堂が設けられてい

ることである。食堂とはいって も,食 事

を注文 して食べる所ではなく,こ どもた

ちが家から持参 した弁当を食べるところ

である。ただし,ソ フト・ドリンクなどは

買えるようになっている。この食堂の利

用も予約制である。

 こういう特別食堂は,シ ガゴのフィー

ル ド自然史博物館 などで も見 か けたか

ら,ア メリカでは多くの博物館 ・'美術館

が この種 の食堂を設 けているのであろ

う。

       成人を対象 とする活動と 海外旅行も実

 施     しては,次 のような もの

が用意されている。

①  民族 芸 能

 2階 の 「成 入 セ ン ター」(People

Center)で,週 末 に民 族 音 楽,民

族 舞 踊 その 他 の 催 物 を お こな う。

土 曜,日 曜 の 午 後1時 か ら4時30

分 まで 。
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②

③

④

 講 演 会

 春と秋の2回,毎 夕7時 頃から

さまざまのテーマによる講演会が

開かれる。各テーマごとに毎週1

回ずつ,5回 ないし8回 に及ぶ連

続講演。講師には,博 物館の研究

員や教育スタッフが当たるほか,

外部から専門家を呼んで くる場合

もある。有料(20ド ルないし30ド

ル)。

 海外旅行

 館のスタ ッフの引率する海外の

団体見学旅行。期間は3週 間から

1カ 月程度。旅 行先 としては,

1976年 には西アフリカ,東 アフリ

カ,南 アメリカなどが予定されて

いる。

 国内旅行

 同じく館のスタッフの引率によ

る団体旅行。たとえば, 「グラン

ド・キャニオン地質学の旅」,「鳥

の愛好者のための週末見学旅行」

など。

       そ の ほか,こ ど もを 含 め 教師の現職教

 育にも一役  た 一 般 の入 館 者 を対 象 に,

各 種 の講 演 会,ス ラ イ ド映 写 会,映 画 会

な どが催 され る ほか,1年 を 通 じて説 明

つ き館 内一 周(Guided Tourと 称 して い

る)の サ ー ビス が あ るQ

 ま た,ニ ュー ヨー ク市 内 の公 立 学 校 の

教 師 や 市 立 カ レ ッジ の大 学 院 学 生 のた め

に,大 学 院課 程 の 単位 を取 得 で き る コ ー

スを 市 立 カ レ ッジ と提 携 して設 けて い る

こ と も,特 筆iに値 しよ う。 ひ とつ の コー

ス の講義 時 間 は毎 週1回(夕 方)2時 間

ず つ,15回 で 合 計30時 間 。 これ で3単 位

が取 れ る仕 組 に な って い る。1975年 度 第

1セ メ ス タ ー の コー ス に例 を と る と,人
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類 学 関係 で は 「太 平 洋 諸 島 の 諸民 族 」,

「ア フ リカの 美 術 工 芸 」 な どの コ0ス 名

が リス ト0にあが って い る。

 4)組  織

       最 後 に,こ の博 物 館 の 組 館員
700人       織

に触 れ て お こ う。館 内

の 機 構 は,大 体 次 ぺ0ジ の 図6の とお

りで あ る。各 部 門 の と こ ろ に示 した 数 字

は 「ス タ ッフ」 の数 で,こ の ほか に,秘

書,事 務 員 そ の ほ か の職 員 が 多数 雇 わ れ

て い る。 ニ コル ソ ン館 長 に よれ ば,館 員

の数 は,大 ざ っぱ に い って 常 勤600人,

非 常 勤100人 との こ とで あ る。

 な お,10を 数 え る研 究部 門 は,正 規 の

研 究 員 の ほ か に,Research Associateと

称 す る若 手 の 研 究者 を100人 ば か りか か

えて い る 。 この 若 手 研 究 者 た ち は お お む

ね,い ず れ かの 機 関 か らポス ト ・ドク ト

ラル ・フ ェロ ー シ ップ を 受 けな が ら,博

物 館 の研 究 に協 力 して い る人 た ち で あ る

(ニ コル ソ ン館 長 は,こ れ らの 研 究 協 力

者 を 「常 勤 」職 員 の な か に数 えて い る よ

うだ)。

 この 博 物 館 は,プ ラネ タ リウ ムを 付 設

して い る ほか,直 営 の 売 店 もい くつ か 経

営 して お り,そ の 要員 もす べて 館 員 と し

て 雇 って い る。 また,展 示 の設 計 ・施 工

もそ の大 半 を 館 みず か らが こな す よ うに

して い る ので,い き おい 彪 大 な数 の職 員

を か か え る こ とに な る ので あろ う。

       この博 物 館 には,正 規 の ボランテ ィア

 を活用   館員のほかに多数のボラ

ンティアが働いている。その大半は大学

生や主婦である。ボランティアの仕事 と

しては,展 示場の案内や展示品の説明の

仕事のほか0般 事務,図 書事務,写 真撮

影などがあるが,ボ ランティアの大半は

展示場の案内 ・説明の仕事に従事 してい
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図6 アメ リカ自然史 博物館の組織

る。 そ の よ うな教 育 的 な 仕事 を 分 担す る

ボ ラ ンテ ィ ア は 「ドーセ ン ト(Docent)」

と呼 ば れ て い る 。

 この ドー セ ン トは も ち ろ ん 無 給 で あ

る。 な り手 は い く らで もい る とい うの で

一 体
,ど うい う点 に魅 力 が あ るの か,館

長 に尋 ね た と ころ,「 そ れ は ふ たつ あ る。

第 一 は,博 物 館 で働 くこ と 自体 に魅 力 が

あ る とい う こ と。つ ま り,博 物 館 が 好 き

な 人 た ち が 集 ま る 。第 二 は,ボ ラ ン テ ィ
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ア と して 勤 めて い る あ い だ に,館 の 内外

に有 給 の職 場 を見 つ け る チ ャ ンス が 多 い

とい う こ とだ ろ う」 と館 長 は答 え た 。

 な お,こ の 「ドー セ ン ト」 とい うボ ラ

ン テ ィ アは,こ の ニ ュー ヨー クの 博 物 館

だ け にい るわ けで は な い 。 サ ン フ ラ ンシ

ス コ,シ カ ゴ,ワ シ ン1トン,ニ ュ ー ヨー

クの4都 市 で 私 が 訪 問 し'た博 物 館 美 術

館 の ほ とん どは この 「ドー セ ン ト」 を か

か え て い た 。 これ は,ボ ラ ンテ ィア精 神

を 尊 重 す る ア メ リカ の 伝 統 が 生 ん だ,

ア メ リカ的 な労 働 形 態 と見 て よ い で あ ろ

う。

お わ り に

 以上3か 所の自然史博物館は,そ れぞ

れの歴史 と所在地の土地柄などを反映し

て,互 いに異なる個性をそなえてはいる

ものの,共 通の特徴をい くつか持 ってい

ることも明らかである。めぼしいものを

拾いあげれば,次 のようになろう。

1.民 族学展示の内容 展示の中心がアメ

 リカ両大陸にあること。

2.民 族学展示の方法 展示の方法がおお

 むね保守的であること。

3.展 示品などの説明 展示品の解説文や

 案内用パ ンフレットの説明文が,て い

 ねいで分かりやすいこと。

4.教 育活動の推進 周辺地域 の児童生

 徒の教育に博物館が積極的な役割をに

 なっていること。

5.ボ ランティアの活用 展示場の案内や

 展示品の説明などの仕事に,多 数のボ

 ランティアを活用していること。

 これ らの点は,こ の3つ の博物館だけ
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でな く,ア メ リカの多くの自然史博物館

にほぼ共通にみられる特徴 といえるかも

知れない。

 それぞれの点について,最 後に簡単な

コメントを加えておきたい。

 第1の 点は,ア メリカ民族学界の研究

蓄積がアメリカの両大陸について最 も多

いことを反映するもので,特 に取り立て

0て いうことはあるまい。

 第2の 点については,も っとモダンな

展示方式が採用されているものと期待し

ていただけに少々予想外であった。 しか

し,そ れはそれとして,た とえば,国 立

自然史博物館の内部資料が,実 物展示中

心主義の原則を明 らかにし, 「映像音響

の魅力は実物そのものの迫力には及ばな

い」と宣言しているのは,そ れなりに示

唆に富むと思われたし,ま た,映 像音響

機器がかなり導入されているアメリカ自

然史博物館の館長が 「当館の機械は毎日

どれか故障している」とこぼしていた言

葉は,「 他山の石」として耳に残った。

 第3の 点は,展 示品の解説文や案内資

料の説明文を中学校や高等学校の生徒に

 も分かりやす く読みやすいものにしよう

とする博物館当局者 の努力 の結果であ

 り,そ のような努力は,範 として学んで

 よいであろう。

  第4と 第5の 点は,ア メ リカ特有の伝

統 と社会風土の好ましい産物 とみること

 ができる。積極的な教育活動の推進 もボ

 ランティアの活用も,博 物館と地域社会

 とのつなが りを深め,博 物館に対する0

般の認識を高める役割を果たす ものとし

 て,い ずれも高 く評価 したい。
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